
定山渓地区景観まちづくり指針
アンケート及びヒアリング結果

平成28年11月17日（木）

補足資料２



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P1

アンケート結果

• 調査対象：景観形成誘導区域内の地域住民の方々
• 実施期間：平成28年10月3日（月）～10月17日（月）
• 配付戸数：454戸配布(うち有効票54件)(回収率11.9％)
■回答者属性

•性別：男性34人（63.0％）、女性19人（35.2％）
•年齢：「60歳台（33.3％）」が最も多く、次いで「70歳台（29.6%）」、「40歳台（14.8%）」
•居住年数：「30年以上（37.0%）」が最も多く、次いで「1年以上～5年未満（24.1%）」

図 性別 図 年齢 図 居住年数



とても魅力

的である
31.5%

どちらかと

いえば魅力

がある

31.5%

あまり魅力

がない
11.1%

魅力がない

3.7%

わからない

3.7%

無回答

18.5%

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P2

（１）定山渓地区の景観をどのように感じていますか。

１．景観まちづくり指針に記載する『対象区域』と『目標・方針』について

13.2%

63%

• 定山渓地区の景観について、
「とても魅力的である」「どちら
かといえば魅力的である」を合
わせて、63％の方が概ね魅力
的と回答しています。

回答数 54



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果

示されてい

る
31.5%

どちらかと

いえば示さ

れている

35.2%

どちらともい

えない
9.3%

どちら

かとい

えば示

されて

いない
5.6%

示されて

いない
0.0%

無回答

18.5%

• 「示されている」「どちらかと
いえば示されている」を合わ
せて、66.7％の方が『目標・
方針』に“地域の特長”や
“地域で大事にしていきたい
こと”が示されていると回答
しています。

P3

（２）景観まちづくり指針の『目標・方針』を読んで、“地域の特長”や“地域で大事
にしていきたいこと”が示されていると感じますか。

１．景観まちづくり指針に記載する『対象区域』と『目標・方針』について

回答数 54

5.6%

66.7%



現在も十分に

魅力がある

が、より魅力

的な景観づく

りの取組が行

われると良い

31.5%

ある程度の魅

力があるの

で、このままで

よい

7.4%

景観上問題が

あるので、改

善されると良

い

24.1%

景観上問題は

ないが、より魅

力的な景観づ

くりが行われ

るとよい
13.0%

景観上問題は

ないし、このま

までよい

0.0%

わからない

3.7%

無回答

20.4%

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P4

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（１）（仮称）景観形成誘導区域について、魅力を高めていく上で重要な区域であると位置
付けていますが、この区域の景観について、今後どのようになると良いと思いますか。

• 「現在も十分に魅力があるが、より魅力的な景
観づくりの取組が行われると良い（31.5％）」
「ある程度の魅力があるので、このままでよい
（7.4％）」「景観的な問題があるので、改善され
ると良い（24.1％）」（63％）

• 現在も魅力があることを評価しつつ、改善の
必要性も含めて、今後もより良い景観が形成
されていくことに期待している傾向にあります。

回答数 54



50.0

53.7

48.1

40.7

66.7

31.5

31.5

46.3

42.6

22.2

9.3

7.4

1.9

9.3

5.6

9.3

7.4

3.7

7.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建築物のまわりは積極的に緑化する。

道路沿いは周囲のみどりとの連続性を意識

し、効果的な緑化を行う。

建築物の主要な出入口の周辺などは、積極

的に花やみどりによる演出を行う。

植栽を行う際は、可能な限り定山渓の基調種

を取り入れる。

渓谷に面した敷地では、周囲のみどりとの連

続性を意識して、積極的にみどりの保全及び

緑化を行う。

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P5

• 特に「渓谷に面した敷地の
みどりの保全及び緑化」と
「建築物の出入り口周辺
の花やみどりによる演出」
の項目が基準として必要
（約9割）との回答が多い。

○全体
・ 【みどり】の基準として記し
た項目について、ほとんど
が全体的に「必要」「あって
も良い」との回答が多い。

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（２）-①（仮称）景観まちづくり指針では、魅力的な景観づくりの『基準』として以下の項目
をあげていますが、『基準』として必要だと思いますか。【みどり】

回答数 54



63.0

59.3

74.1

48.1

48.1

48.1

40.7

33.3

48.1

53.7

51.9

27.8

24.1

18.5

33.3

29.6

42.6

44.4

44.4

35.2

29.6

29.6

3.7

11.1

1.9

13.0

16.7

3.7

7.4

14.8

9.3

11.1

13.0

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

7.4

7.4

7.4

5.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周囲の街並みや背景となる自然と調和するよう

配慮する。

後背の山並みやみどりの連続性を遮らない高さ

や形状に配慮する。

温泉街の街並みのイメージを損なわないよう、外

観の維持管理を行う。

外壁は、周囲の街並みや背景となるに自然に調

和した色彩とする。また、部分的にアクセントカ

ラーを用いる場合は、鮮やかすぎる色

眺望点から望むことができる渓谷沿いの建築物

の屋根は、自然に馴染む色彩（黒色・濃い灰色・

濃い茶色など）とする。

指定路線沿いの建築物の１階部分は、低層部

のにぎわいの連続性を意識して、ベンチを設置

するなど人が集える空間を設ける。

指定路線沿いの建築物の低層部の外観には、

自然との調和を意識し、できるだけ木や石等の

自然素材を使用する。

指定路線沿いの建築物は、色彩を統一した小物

（のれん等）を用いることで、地域の統一感を創

出する。

指定路線沿いの建築物のバックヤード（荷さばき

場など）は、容易に望めない場所に配置するか、

植栽や柵などで目隠しする。

眺望点から見える渓谷沿いの建築物に付随した

物置や温泉ポンプ施設などは、眺望点からの眺

めに配慮し、見えにくい位置に設置する

建築物の付帯設備（室外機や電機設備など）

は、道路から見えにくい位置に設置するか、植栽

や柵などで目隠しする。

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P6

• 特に「周囲の街並みや自
然と調和するよう配慮す
る」と「外観の維持管理を
行う」、「指定路線沿いの
建築物は低層部の賑わい
の連続性を意識し人が集
えるよう配慮する」の項目
が基準として必要（9割以
上）との回答が多い。

○全体
・ 【建築物・工作物】の基準
として記した項目について、
ほとんどが全体的に「必
要」「あっても良い」との回
答が多い。

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（２）-②（仮称）景観まちづくり指針では、魅力的な景観づくりの『基準』として以下の項目
をあげていますが、『基準』として必要だと思いますか。【建築物工作物】

回答数 54



48.1

48.1

40.7

31.5

31.5

46.3

16.7

18.5

7.4

3.7

1.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路沿いは、周囲の街並みと調和するよう、植栽

や、素材・色彩に配慮した塀や柵の設置を行う。

みどり豊かな定山渓の印象を損なわないよう、駐車

場内も適宜緑化する。

立体駐車場の外観は、周囲の街並みとの調和に配

慮し、建築物と同色・同素材の仕上げや自然素材を

使用する。

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P7

• 特に「立体駐車場の外観は
建築物と同色・同素材の仕
上げや自然素材を使用す
る」の項目が基準として必要
（約9割）との回答が多い。

○全体
• 【駐車場】の基準として記
した項目について、ほとん
どが全体的に「必要」
「あっても良い」との回答
が多い。

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（２）-③（仮称）景観まちづくり指針では、魅力的な景観づくりの『基準』として以下の項目
をあげていますが、『基準』として必要だと思いますか。【駐車場】

回答数 54



63.0

63.0

72.2

79.6

63.0

55.6

33.3

27.8

25.9

18.5

31.5

25.9

1.9

7.4

0.0

0.0

3.7

16.7

1.9

1.9

1.9

1.9

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

屋外に照明を設置する場合は、できるだけ温

かみのあるものを使用する。

点滅するなどの激しい動光等を伴う照明は使

用しないようにする（ただし、短期間のイベント

等に使用する場合は除く）。

街路灯は、街全体の統一感を図るため、温か

みのある照明を使用する。

指定路線沿いの建築物に付随する屋外照明

は、夜間でも歩きやすいよう、あかりの連続性

や歩行空間の演出に配慮した照明計画とする

指定路線沿いや渓谷沿いの建築物は、窓から

漏れるあかりを意識し、できる限り温かみのあ

る照明を使用する。

眺望点から見える渓谷沿いの建築物は、渓谷

へのライトアップなどで美しい夜景づくりを心が

ける。

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P8

• 特に「街路灯は温かみのあ
る照明を使用する」と「指定
路線沿いの建築物に付随
する屋外照明はあかりの連
続性や歩行空間に配慮した
照明計画とする」の項目が
基準として必要（9割以上、
不要なし）との回答が多い。

○全体
・ 【夜間景観】の基準として記
した項目について、ほとんど
が全体的に「必要」「あっても
良い」との回答が多い。

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（２）-④（仮称）景観まちづくり指針では、魅力的な景観づくりの『基準』として以下の項目
をあげていますが、『基準』として必要だと思いますか。【夜間景観】

回答数 54



59.3

66.7

50.0

57.4

59.3

61.1

63.0

29.6

31.5

40.7

35.2

25.9

25.9

33.3

9.3

0.0

7.4

3.7

13.0

11.1

1.9

1.9

1.9

1.9

3.7

1.9

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広告物等を掲出する際は、多色や極端に華美

な色彩を使用しないようにし、必要最低限の設

置数とする。

周囲の自然や温泉街の街並みと調和したデザ

インとする。

発光を伴うものは、点滅するなどの動光の変

化をしないものにする。

建築物に付随する広告物等は、建築物の外観

と調和するよう、形態や色彩に配慮する。

屋上広告物は、渓谷や周囲の山並みへの眺

望に配慮し、できるだけ設置しないようにする。

窓等のガラス面には広告物を掲出しないよう

にする。

案内サインは、視認性に配慮した配色や形態

とする。

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P9

• 特に「周囲の自然や温泉街
の街並みと調和したデザイ
ンとする」と「案内サインは
視認性に配慮した配色や形
態とする」の項目が基準とし
て必要（9割以上）との回答
が多い。

○全体
• 【広告物等】の基準として記
した項目について、ほとんど
が全体的に「必要」「あって
も良い」との回答が多い。

２．景観まちづくり指針に記載する『基準や活動』について

（２）-⑤（仮称）景観まちづくり指針では、魅力的な景観づくりの『基準』として以下の項目
をあげていますが、『基準』として必要だと思いますか。【広告物等】

回答数 54



77.8

74.1

55.6

50.0

48.1

53.7

64.8

68.5

53.7

44.4

40.7

40.7

44.4

57.4

51.9

16.7

22.2

37.0

44.4

42.6

37.0

29.6

27.8

38.9

48.1

44.4

42.6

50.0

33.3

40.7

1.9

0.0

1.9

1.9

1.9
5.6

0.0

1.9

0.0

3.7

7.4

11.1

3.7

5.6

3.7

3.7

3.7

5.6

3.7

7.4

3.7

5.6

1.9

7.4

3.7

7.4

5.6

1.9

3.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散策路などへゴミ捨てや雪捨てのマナー啓発

散策路などを中心としたゴミ拾い

草刈りボランティア

街路樹などの落葉拾い

美化活動に対する宿泊施設等からのサービス(日
帰り入浴券の提供等)

「定山渓温泉雪灯路」など季節に応じた取組への協

力

各宿泊施設や店舗から地域の美しい景観をホーム

ページ等で発信

渓谷の美しい眺め等定山渓ならではの写真スポッ

トの設定・ＰＲ

宿泊施設等の従業員を対象にしたまち歩きやおも

てなし研修

ボランティアガイドの育成

時間別の散策コースの設定

宿泊施設や店舗で食べ歩きメニューを提供

二見公園など今ある施設を活用したイベントの開催

日帰り客が立ちより易い宿泊施設などの雰囲気づ

くり

景観形成に関する専門家からのアドバイスの活用

必要 あっても良い 不要 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P10

３．みんなで取り組めそうな景観まちづくりの活動について

（１）-①地域の皆様が取り組めそうな活動として、どのような活動が必要だと思い
ますか。

○全体
• 全体的にいずれの項目
も「必要」「あっても良
い」との回答が多い。

• 特に「沿道などの環境
美化活動」と「地域内
外に地域の魅力を
PR」に関する項目は、
いずれの活動も必要
性が高い（9割以上）。

沿道などの環

境美化活動 

季節に応じた
景観づくり 

地域内外に地
域の魅力を PR 

各項

おもてなしの
心の醸成 

にぎわいづく

り 

意識啓発 

回答数 54



24.1

24.1

18.5

13.0

16.7

13.0

5.6

11.1

7.4

5.6

42.6

48.1

46.3

55.6

42.6

40.7

33.3

27.8

40.7

33.3

14.8

14.8

16.7

14.8

20.4

22.2

35.2

27.8

25.9

27.8

18.5

13.0

18.5

16.7

20.4

24.1

25.9

33.3

25.9

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散策路などへゴミ捨てや雪捨てのマナー

啓発

散策路などを中心としたゴミ拾い

草刈りボランティア

街路樹などの落葉拾い

「定山渓温泉雪灯路」など季節に応じた取

組への協力

渓谷の美しい眺め等定山渓ならではの写

真スポットの設定・ＰＲ

ボランティアガイドの育成

時間別の散策コースの設定

二見公園など今ある施設を活用したイベン

トの開催

景観形成に関する専門家からのアドバイス

の活用

協力・参加できる 条件があえば協力・参加できる 協力・参加は難しい 無回答

1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P11

３．みんなで取り組めそうな景観まちづくりの活動について

（１）-②その活動を行うとしたら、ご自身が協力・参加してみたいと思う活動はあり
ますか。

○全体
• 各項目についての参
加意向は、全体的に
「参加できる」との回答
が少ないものの、「条
件があえば参加」は回
答が多い（約3～5割）。

• 特に「沿道などの環境
美化活動」に関する項
目は、他の項目と比べ
て約5割弱が「条件が
あえば参加」と回答し
ており、ゴミ捨て等に
対するマナー啓発や
身近な花・緑の活動に
対する参加意向が高
い。

沿道などの環
境美化活動 

季節に応じた
景観づくり 

地域内外に地
域の魅力を PR 

各項

おもてなしの
心の醸成 

にぎわいづく
り 

意識啓発 

回答数 54



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P12

４．自由回答（※主な内容の抜粋）－１

分類 回答内容

周遊・回遊性の
向上

おもてなし

• 地区内を走行する車両の速度制限をする。

• 川沿いの良い景色の場所が点でしかない。安全な遊歩道を作り、歩いて次の目的地に行く間も
美しい景色が楽しめれば良い。

• 一時整備された散策路は、標識などが老朽化しており手入れしていないので、歩くのも苦労す
る状況。散策案内も多国語併記で大きくした方が良いかもしれない。

より魅力的な景
観資源の掘出し

• 定山渓の魅力はもっとたくさんあり、温泉街は各施設が共通の認識を持って取り組まないと意
味がない。雪どけの時だけ見られる滝や、春の水芭蕉、冬の星空など感動する素材がある。

• 豊羽鉱山の滝や三笠の桜の方が白糸の滝より美しいと思う。今あるモノをもう少しアピールでき
れば、みんな温泉街・定山渓全体を歩いてくれるのではないか。

街並みの
統一感

 ゴミ箱(住民用）も自然と調和した物を設置する。

定山渓の自然

花・みどり

• 定山渓は国立公園であり、温泉保養地であり、水源地でもある。定山渓がこんなにも荒れ果て
た姿にしてしまったのは、自然を大切にすることが観光産業の利益にもなるという意識が定山
渓には欠けていたのかもしれない。

• 観光協会の花壇をきれいにした方が良い。いつも雑草だらけで汚い様な気がする。

• フィールドアスレチックは必要ない。これ以上、自然を破壊してはいけないと思う。近くの山岳散
策出来る様、ガイド人を増やし、動植物を大切にする地域であってほしい。

景観整備に係る
補助や基金の必

要性

• 住宅の赤色等の屋根が数件有るが、個人負担で改修を促すのには金銭的補助が必要。

• 持続的に景観が保全され豊かさが損なわれないことを望む。そのための基金づくりなどの工夫
を地域全体で取り組んでもいいのではないか。

歴史を感じる街
並みづくり

 定山渓鉄道をモチーフにするなど昭和の良い雰囲気をつくり、タイムスリップした気分になれる
ような温泉街が良いと思う。

 歴史ある定山渓の定山層の寺院、定山渓神社をPRし、観光と歴史を教養として伝えてゆきたい



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P13

４．自由回答（※主な内容の抜粋） －２

分類 回答内容

空き家・空き地

の整備

• 空き家や古く使われていない温泉施設等の整備など、目に付くところを綺麗にしてほしい。

• 景観が良くても空地だらけでは価値を下げる。道路拡幅後のまちづくりはどうなるのか。

• 長期在中者の里とし、本州から在中者を募集して空き家・ビル等を活かす。

ゴミのポイ捨て
などマナーへの

対応

 ゴミ対策はしっかりとしてほしい。買い物のビニール袋を定山渓地区では使用しないことや有
料化とする、ごみ箱についての工夫など、ゴミの削減に関しての取組があると良い。

 月見橋などの中心地はとても綺麗なのに対し、人が通らないところに放置ごみやポイ捨てがあ
り、心苦しい限り。世界にも類を見ない先進的エコツーリズム地区になると良い。

 食べ歩きメニューによる、ゴミのポイ捨てが心配である。

屋外広告物の
デザイン

• 定山渓温泉町の中の案内サインが少なく、観光のお客様が定山渓温泉内のマップを持ってい
ても分からない。外国語の案内も必要だと思う。

• 駐車場の案内が分かりづらい。

イベント等での
にぎわいづくり

• 学生参加による“かっぱ音頭”の復活

• “花火”は全てのホテルが協力して続けて欲しい。

• ジャズフェスティバルの縮小は悲しい。

• 近所で活動する若者、ラフティングやボードを経営する人達を活かしてほしい。

• イベントは小規模でも継続することでタイミングの合う人が参加できるものが良い。

ボランティア
活動

 ボランティアの活躍の場はあった方が良いが、ボランティア頼みになってしまってはいけない。
地域住民は高齢化が進んでおり、地域の力（マンパワー）に限りがある。

基準に係る制限
• 景観づくりは大切だが、制限が厳しくなると実現が難しい。ある程度、暮らしや営利活動が生み
出す情景にも寛容さが欲しい。また、住民の生活において負担が生まれないよう配慮が必要。



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P14

事業者等ヒアリング結果

・調査対象：景観形成誘導区域内の事業者等（宿泊施設、飲食業、
販売・サービス事業者）計15社

・実施期間：平成28年10月12日（水）～11月2日（水）

1 普段の主な事業活動、営業活動について

2 定山渓地区の景観に対する印象について、どのように思いますか。

3 沿道の景観について、今後どのようになると良いと思いますか。

4-1 沿道の積極的な景観形成を誘導していくうえで、必要と思う基準はどのようなことだと思い
ますか。

4-2 上記について、参加または、どのような協力の可能性がありますか。

5 普段の事業活動において、「生活環境の向上」「地域貢献」「おもてなし」など、気を使われ
ていることや、取り組まれていることはありますか。

6-1 地域の方々と「みんなで取り組めそうな景観まちづくり活動」のうち、必要性を感じる活動は
どのようなものですか。

6-2 上記について、参加または、どのような協力の可能性がありますか。

■主なヒアリング項目



1．アンケート、事業者等ヒアリング結果 P15

①対象区域に対する主なご意見

• 対象区域は、概ね良いのではないか。

②目標・方針に対する主なご意見

• 目標・方針は、概ね良いのではないか。
• 方針が4つとも景観と直接結びついていない感じがする。

③基準や活動に対する主なご意見 -1

基準や活動の考え方
■沿道の「みどり」に関する基準
• 定山渓の特徴である自然を大切にし、プランター等（可能であれば地植え）で植栽す
ることは良い。※森の謌のエントランス（国道部分）の設えが良い雰囲気である。

• 植栽をしても維持管理がしっかりしていないと景観は反対に悪くなってしまう。
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③基準や活動に対する主なご意見 -2

■「建築物・工作物」に関する基準
•素材や色彩の統一は良いと思う。ただし、色彩については基準色（アースカラー等）を
設けたとしても、コーポレートカラーは例外として認める等柔軟に対応して欲しい。
•アクセントカラーだけでも基準があった方が良いかもしれない。
•素材は北海道らしい自然の素材が定山渓に合うと思う。（南区という事で石山軟石等）
•屋根の塗り替えや外壁の修繕などお金がかかる事は、補助金があると取り組みやすい。
•バックヤードの配置などを変えることはなかなか難しい。
•国道の拡幅によって空き地が目立つことが不安である。

■「駐車場」に関する基準
•駐車場の緑化は行っていくべきである。ただし、駐車場の緑化は大きなホテルの駐車
場限定で、小さな施設は意識してもらう程度で良いのではないか。
•地盤によっては植栽が難しい個所もある。

■夜間景観に関する基準
•街灯の統一感を持たせられると良い。
•「短期間のイベント」をもう少し明確に（クリスマス時期等）にした方がいいのではないか。
•渓谷へのライトアップは必要。また、橋へのライトアップも、夜間の写真スポットになるの
ではないか。
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③基準や活動に対する主なご意見 -3

■広告物等に関する基準
•ベースの色彩や素材の基準を設けてはどうか（木の看板で統一するなど）。公共の案
内サインなどについても統一感を持たせて欲しい。
•視認性という表現は、わかりづらい。

■景観まちづくり活動への参加・協力
•ゴミ拾いは現在も地域や宿泊施設等で月に1度程行っているので、継続できると良い。
地域住民と事業者が一緒に取組んでいくべきである。
•冬は源泉公園の中がツルツルになって危険なため、ボランティアで砂を撒いている。
•雪灯路は今後温泉街でも取り組むのであれば、景観にも良い効果が出ると思う。
•宿泊施設の従業員で実際にまちを歩き、アクティビティを体験した方が良い。また、従
業員が集まっておすすめビュースポットマップを作ってはどうか。
•各宿泊施設が協力して講師を呼ぶなど研修会を開いてはどうか。
•定山渓ならではの食べ物が各ホテル共通でメニューとしてあると良い。
•「美化活動に対する宿泊施設などからのサービス」は、協力できるが全宿泊施設で取
り組む必要がある（施設規模によっては除外せざるを得ないところもあるが）
•地域でどんな活動をするにも、高齢化等で地域のマンパワーが減っていることが課題。
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①目標・方針の考え方

ワークショップ
• 「目標・方針の考え方についても、概
ね良い」との意見。

アンケート
• 66.1％の方が｢目標・方針｣に「地域の
特徴」「地域で大事にしていきたいこ
と」が示されているとの回答

• 「温泉街と自然、どちらをウリにしたい
のか不明確」「具体的な施策と目的
がわかりにくい」との意見。

■反映内容
• 各方針の解説について、ご意見
を参考に修正・追記します。

ヒアリング
• 「目標・方針の考え方についても、概
ね良い」との意見。

• 「方針は4つとも景観と結びついてい
ない気がする」との意見。 指針（案） P5



2 ．定山渓地区景観まちづくり指針への反映 P19

②基準 “みどり”に関する基準

ワークショップ
• 「エゾヤマザクラやオオヤマザクラは
定山渓地区に元々あるものなので、
加えてもいいのでは」との意見。

アンケート
• 「みどり」に関して全体の8～9割は、
「必要」「あっても良い」

• 「桜並木を取り入れる」との意見。

■反映内容
• 道路沿いの「指定路線に接す
る敷地部分に植栽する際は、
定山渓の在来種を積極的に
採り入れる。 」について、「エ
ゾヤマザクラ」を追記します。

• 建築物の外構について、適切
に植栽の維持管理を行うこと
を追記します。

ヒアリング
• 「みどりが増えるのは良いが維持管
理も大切」との意見。



2 ．定山渓地区景観まちづくり指針への反映 P20

②基準 “みどり”に関する基準

■修正前

①地区内の街並みに配慮し、敷地内の
植栽などは適切に維持管理を行う。

■修正後

○（仮称）景観形成誘導区域
•指定路線に接する敷地部分に植栽
する際は、定山渓の在来種を積極的
に採り入れる。
※定山渓本来の豊かな自然の特長を
より身近に感じてもらえるよう、指定路
線沿いに植栽する際は、定山渓の在
来種（ヤマモミジ、ハウチワカエデ、ア
カエゾマツ、ムラサキヤシオ、ヤマツツ
ジなど）をできる限り採り入れましょう。

②定山渓本来の豊かな自然の特長をより身
近に感じてもらえるよう、指定路線沿いに植
栽する際は、定山渓の在来種（ヤマモミジ、
ハウチワカエデ、アカエゾマツ、ムラサキヤ

シオ、ヤマツツジ、エゾヤマザクラなど）を
できる限り採り入れましょう。

指針（案） P9

指針（案） P9

○（仮称）景観まちづくり推進区域
（基準なし）
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②基準 “建築物・工作物”に関する基準

■反映内容
• 「札幌の景観色70色」に名称を
追記します。

• 色彩について、建築物工作物
の色彩及び部分的なアクセント
カラーについて地域のカラーか
ら選定する旨を追記します。

• アクセントカラーについてはコー
ポレートカラーも意識した表現と
します。

• 付帯設備などについて、取組を
例示する表現とします。

ヒアリング
• 「コーポレートカラーは例外として認めて
はどうか」「アクセントカラーだけでも基
準があった方が良い」との意見。

• 「バックヤードの配置を変えるのは難し
い」との意見。

アンケート
• 「建築物工作物」に関して全体の約8～9
割は、「必要」「あっても良い」

• 「色彩の統一は中途半端にならないなら良
い」「渓谷沿いの建築物の屋根はシックな
感じで」との意見。

ワークショップ
• 「色について、札幌の景観色70色は色
の名前を表示すると使用する側は色を
イメージしやすい」との意見。



2 ．定山渓地区景観まちづくり指針への反映 P22

②基準 “建築物・工作物”に関する基準

■修正前

①建築物・工作物の色彩は、周囲の街並みや

背景となる自然に調和したものとなるよう地
域のカラーから選定する。また、部分的に
アクセントカラーを用いる場合も地域のカ
ラーから選定することとし、これによりがた
い場合は彩度の低い色を選定する。

②建築物の付帯設備は、道路から見えにくい
位置に設置するか、植栽や柵などで目隠し
するなど目立たないよう工夫する。

③眺望点から見える建築物に付随した物置や
温泉ポンプ施設などは、眺望の眺めに配慮
し、見えにくい位置に設置するか、外壁や屋

根を自然に馴染む色彩や材質とするなど
目立たないよう工夫する。

■修正後

○（仮称）景観形成誘導区域
•建築物・工作物の色彩は、周囲の街
並みや背景となる自然に調和したもの
とする。また、部分的にアクセントカ
ラーを用いる場合は彩度の低い色を
選定する。

•建築物の付帯設備は、道路から見え
にくい位置に設置するか、植栽や柵な
どで目隠しする。

•眺望点から見える建築物に付随した
物置や温泉ポンプ施設などは、眺望
の眺めに配慮し、見えにくい位置に設
置するか、外壁や屋根を目立たない
色彩や材質とする。

指針（案） P12～13



2 ．定山渓地区景観まちづくり指針への反映 P23

②基準 “駐車場”に関する基準

■反映内容
• 駐車場の道路に面する部分に
ついて、取組を例示する表現と
します。

ヒアリング
• 「植栽は行っていくべき」との意見。
• 「ただし、大型宿泊施設のみでいいので
は」「地盤によっては植栽が難しい」との
意見。

アンケート
• 「駐車場」に関して全体の約8～9割は、
「必要」「あっても良い」

■修正前

①駐車場の道路に面する部分は、植栽や、素

材・色彩に配慮した塀や柵の設置を行うな
ど、周囲の街並みと調和するよう工夫す
る。

■修正後

○（仮称）景観形成誘導区域
•駐車場の道路に面する部分は、周囲
の街並みと調和するよう、植栽や、素
材・色彩に配慮した塀や柵の設置を行
う。 指針（案） P15
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②基準 “夜間景観”に関する基準

■反映内容
• 動光などを伴う照明について、
解説を具体的に記載します。ヒアリング

• 「街灯の統一感があると良い」との意見。
• 「“ 短期間のイベント“をもう少し明確に」
との意見。

アンケート
• 「夜間景観」に関して全体の8～9割は、
「必要」「あっても良い」

■修正前

①温泉街としての落ち着いた雰囲気を損なわ

ないように、短期間のイベント（クリスマス
期間等）や地域住民や事業者等が主体
で行う定山渓の観光振興に資するイベ
ントなどを除き、ネオン等の激しい動光を伴
う照明は使用しないようにしましょう。

■修正後

○（仮称）景観形成誘導区域
•激しい動光等を伴う照明は使用しな
いようにする。
温泉街としての落ち着いた雰囲気を損なわ
ないように、短期間のイベントなどを除き、
ネオン等の激しい動光を伴う照明は使用し

ないようにしましょう。

指針（案） P17



2 ．定山渓地区景観まちづくり指針への反映 P25

■反映内容
• 「沿道などの環境美化活動」
及び「地域内外に地域の魅
力をPR」について、文言を修
正します。

ヒアリング
• 「ゴミ拾いは月1回現在も行っているので
継続できると良い」との意見。

• 「ホテルが連携してお勧めマップを作ると
良い」との意見。

アンケート
• 「活動」に関して全体の8～9割は、「必要」
「あっても良い」

• 「沿道などの環境美化活動」への参加は6
～7割が「協力・参加できる」「条件があえ
ば協力・参加できる」

• 「ゴミ・雑草等の対策をしっかりとしてほし
い」との意見。

• 「定山渓には資源がたくさんある」「その時
しか見れないものなどがある」との意見。

③みんなで取り組む景観まちづくり活動
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③みんなで取り組む景観まちづくり活動

１．沿道などの環境美化活動
２．季節に応じた景観づくり
３. 地域内外に地域の魅力をPR

地域が取り組む景観まちづくりの例（ワークショップやアンケートからの意見抜粋）

4.おもてなしの心の醸成
・宿泊施設等の従業員を対象にしたまち歩きや
おもてなし研修
・ボランティアガイドの育成 等

5.にぎわいづくり
・時間別の散策コースの設定
・宿泊施設や店舗で食べ歩きメニューを提供
・二見公園など今ある施設を活用したイベント
の開催
・日帰り客が立ち寄り易い宿泊施設などの雰囲気
づくり 等

6.意識啓発
・景観形成に関する専門家からのアドバイスの活用

等

1.沿道などの環境美化活動
・ゴミ捨てや雪捨てマナーの啓発
・散策路などを中心としたゴミ拾い

・草刈りや除雪のボランティア
・街路樹などの落葉拾い
・美化活動に対する宿泊施設などからのサービス（日帰り
入浴券の提供等） 等

2.季節に応じた景観づくり
・ 「定山渓温泉雪灯路」など季節に応じた取組への協力
等

3.地域内外に地域の魅力をPR
・各宿泊施設や店舗から地域の美しい景観をホームペー
ジ等で発信
・渓谷への美しい眺めなど定山渓ならではの写真スポット
の設定

・SNSやパンフレット等で隠れた感動スポットをPR 等

４．おもてなしの心の醸成
５．にぎわいづくり

６．意識啓発

指針（案） P22

■修正後


